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新しい生活様式のもとでの

それぞれの地域活動

災害に備えた、地域のつながり
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京都市災害

ボランティアセンター

からのお知らせ

TEL:075-354-8728
FAX:075-354-8727

 o f f i c e@ksvc.jp〒600-8127 京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83‐1 ひと・まち交流館 京都内

京都市災害ボランティアセンター
（運営:京都市、きょうとNPOセンター、京都市社会福祉協議会）

Volunteerウィズコロナ時代の

　　　災害ボランティア

瞬く間に世界中に流行した新型コロナウ

イルス感染症は、私たち一人ひとりの健康や

社会・経済活動など日常生活に深刻な影響を

与え、既存の社会システムを危機的な状況に

追いやる世界的規模の「災害」だと言えます。

また、令和2年7月3日から九州各地や長

野県、岐阜県はじめ国内各地で記録的な大

雨が降り、大規模な河川の氾濫や土砂災害、

浸水被害が各所で発生しています。

そういった複合災害の状況下、被災地の災

害ボランティアセンターの運営にも大きな

影響が及んでいます。

被災して、生活のすべてを失ってしまった

方々には、支え合いの力が必要です。これま

での災害では、一日も早い生活再建のため、

全国各地から災害ボランティアが集まり、復

旧・復興に協力していました。災害ボラン

ティア活動は、個人の自由な意思に基づいた

活動であることが原則です。しかし、新型コ

ロナウイルス感染拡大が懸念されている現

在の状況の中、災害ボランティア活動を進め

ることで、感染を広めてしまう恐れがあり、

今回の被災地域は、人口に占める高齢者の割

合も高く、感染の広がりが被災地の住民の

命を脅かす事態を生むかもしれません。被災

地では、新型コロナウイルス感染拡大リスク

を回避するため、被災県内のボランティアグ

ループ・NPO団体等による復旧・復興の支

援活動が行われています。

こうした経験から京都市でも、普段から

「気づき・つながり・支え合える」住民同士

の支え合いの力が必要です。

被災地へ出向かなくても
できるボランティア活動
赤い羽根共同募金では、被災者
を支援する活動を支える支援金・
被災された方々のための義援金
など様々な形で災害・被災地支援
活動を実施しています。
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この広報紙は、一部共同募金の
配分金で発行しています。社協の活動を映像でご覧いただけます

社会福祉法人 京都市社会福祉協議会

TEL.（075）354-8731　FAX.（075）354-8736
〒600-8127　京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83-1  ひと・まち交流館 京都内

https://www.syakyo-kyoto.net/　　E-mail ： sisyakyo@hitomachi-kyoto.jp
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京都市社協 検 索



誰もが安心して暮らし、
つながりのある地域づくりを進めます

これまで40名前後の方に
健康すこやか学級へ参加し

て

いただいていましたが、再
開にあたってコロナ感染拡

大防

止のため参加者を半分ほど
に抑えつつ、午前・午後と

分け

て開催をしています。

なかなか先の見通せない
状況ですが、再開当初の

プロ

グラムの一つとして、参加
者と一緒にスタッフもフェ

イス

シールドを作り、健康すこ
やか学級へ参加する際に使

用し

てもらい、普段の飛沫感染
対策に取り組んでいます。

感染対策に努めつつ、 介護予防を

スタッフが教室内を回りサポートを

行います

納
のうそ

所学区

深草学区の健康すこやか学級は、飛沫感染防止を意
識した運営を行っております。スクール形式で、参加者
が距離を取りつつスタッフの方が淹れたコーヒーを飲
みながら、学区社協の方々による楽器の演奏に耳を傾
けました。参加者からのリクエストにもその場で応え、
披露曲数は十数曲にもなりました。
同じ空間の参加者、スタッフみんなで音楽に耳を傾け

る、癒しの時間を過ごしました。

癒しの音色をお届け！ 深草学区健康すこやか学級

スクール形式で座ることで飛沫感染
の防止に努めます

深
ふかくさ

草学区

毎週木曜日開催の健康すこやか学級「転倒予防講座」
が再開し、参加者は地域の仲間と過ごす時間を楽しんで
います。
マスク着用や消毒、検温等の感染対策を徹底し、身近な
施設の協力も得て、風通しの良い部屋でソーシャルディ
スタンスにも気を付けながらのびのび身体を動かします。
転ばない身体づくりを目標に、健康の輪が広がってい

ます。

コロナによる自粛にも負けない体をつくる！
「転倒予防講座」

呼吸法を大切に、ゆっくり体をほぐし
ていくと爽快な気持ちになります
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野学区
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問合せ

伏見区
社協通信

〒612-8318　京都市伏見区紙子屋町544　京都市伏見社会福祉総合センター 2Ｆ

社会福祉法人 京都市伏見区社会福祉協議会

TEL.（075）603-1287
FAX.（075）603-4532
http://www.fushimi-syakyo.ne.jp/

伏見区社協 検 索

伏見区社協についてもっと知りたい方は

京都市伏見区醍醐高畑町30-1　京都市醍醐老人福祉センター内　TEL.（075） 575-2070醍醐分室

京
阪
丹
波
橋伏

見
中
学
校

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

伏
見
板
橋

小
学
校

丹波橋通

ハッピー
テラダ

万代

N ココココ

近
鉄
丹
波
橋


